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さいきん,公園や庭の樹木の活力が次第に低下し,せっかく植えた樹木が衰弱してきた例が

よく見うけられるO

この主な原因は,樹木の取り扱いや大気汚染などによって生ずる場合が多い｡従来,回復策

として枝条をせん走したり,根元に濯水や肥料を施す方法かおこなわれているが,いずれもそ

の効果が顕著に現れないC　このように衰弱した樹木をそ生させるために,活力剤を樹幹内に注

入する方法を試みた結果,枝条や根系の生育が旺盛となって樹勢が回復した｡この方法を福島

県林業試験場では公園のスギやマツなどに施し好結果を得ているが,今回の実験は当場の試験

園場内に移植したヨーロッパ系ナナカマド(樹齢5年,胸高直径7cm,樹高2.7m)を供試木

として.処理したもの2本,未処理のもの2本のみの実験例であり,従ってすべての樹種に適

応できるかは,さらに実験を積み重ねなければ決定つけられないo Lかしこの方法によって衰

弱した樹木の活力を高めることが期待されるので,その一例を紹介する｡

活力剤とその注入方法

この実験にもちいた活力剤は,特殊電解法により金属を電解して,そのイオンを遊離し,こ

れを溶液中に安定させたもので,第1鉄イオン45.5ppm.第2鉄イオン0.5ppm,を含有する

無色透明の液体で市販されている｡

この活力剤は主に園芸栢物の生育促進効果をあげるためにもちいられていたが,その効果が

顕著なことから.最近,樹木にも多くもちいられてきたO　本別の使用方法は植物の基部に溶液

を渉透させ,間接的に目的を達するのが従来の方法であるが,本実験では直接この溶液を樹幹

内部に注入L,生育を促進させるためにおこなった｡

この溶液を樹幹内に注入する器具は､医療用の点滴セットを参考にし,材料はポリ洗浄ビン,

ガラス管,ビニールホース,ゴムホースと獣医用の注射針をそれぞれ連結して注入器具を試作

し,地上1.7mの位置にポリ洗浄ビンを逆吊りにして固定したO次に樹幹の下部に錐で約300の

角度に2-3cmほどの深さに穿孔L,この部分に注射針を挿入した(写真-l-2)｡

活力剤の使用濃度は,用途,目的,植物の種類によって異なるが,本実験では溶液製造元の

処方にもとつき原液のままで使用した｡

注入方法は写真一1に示したが,まずポリ洗浄ビンに溶液を300cc入れこの落差圧によって,

6月1日～8月31°目まで92日間のあいだに約10日間隔で7軌　供試木1本に対し2,100ccの溶

液を注入したo　この1匝】分の溶液が樹幹や枝条内部に吸収されるまでの所要時間は約5時間で
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